
第　８　号 ̶̶̶　ささだ浩道政だより　̶̶̶ ２０１３年　８　月　１　日⑴

　

６
月
１８
日（
火
）に
開
会
さ
れ
た
第
２
回

定
例
道
議
会
が
７
月
５
日（
金
）に
閉
会
し

ま
し
た
。

　

今
議
会
は
、
２５
年
度
道
補
正
予
算
、「
地

方
財
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
」、

「
矢
臼
別
演
習
場
で
の
在
沖
縄
米
軍
に
よ

る
実
弾
射
撃
訓
練
に
お
け
る
演
習
場
外
へ

の
砲
弾
誤
射
事
故
に
関
す
る
意
見
書
」
な

ど
を
可
決
し
終
了
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
が
発
足
し
て
半
年
、
金
融
緩

和
に
よ
る
株
高
、
円
安
だ
け
が
経
済
再
生

と
し
て
政
策
運
営
が
進
ん
で
い
ま
す
。
Ｔ

Ｐ
Ｐ
や
原
発
再
稼
働
・
原
発
輸
出
な
ど
も

東
京
中
心
の
経
済
優
先
論
理
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
地
域
切
り
捨
て
に
な
ら
な
い

よ
う
、
会
派
と
し
て
の
議
論
を
展
開
し
ま

し
た
。

　

直
面
す
る
大
き
な
課
題
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
利
益
優
先
で
組
み

立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
は
、
北
海
道
の
基
幹
で
あ
る
農
・
林
・

水
産
業
の
壊
滅
を
招
き
、
地
域
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
懸
念
が
極
め
て
強
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
政
府
の
「
攻
め
の
農
業
」
は
、

地
域
を
守
る
た
め
の
苦
労
を
理
解
し
な
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
協
定
は
、
貿
易
分
野
、

一
次
産
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
の
あ
り
方

そ
の
も
の
に
関
わ
る
内
容
を
含
む
こ
と
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、道
の
対
応
は「
情

報
が
得
ら
れ
な
い
」
と
す
る
ば
か
り
で
、

知
事
の
対
応
も
「
北
海
道
の
考
え
を
国
に

訴
え
て
ま
い
る
」
と
の
従
前
の
域
を
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
２
回
定
例
道
議
会
報
告
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【
木
材
利
用
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
事
業
活
用

に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
質
問
】

（
林
業
木
材
課
長
）
地
域
材
の
住
宅
へ
の

利
用
促
進
は
、
地
元
の
林
業
・
木
材
産
業
、

建
設
業
な
ど
の
振
興
に
寄
与
す
る
。
国
は

テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
で
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
予
定
。
道
は
広

報
媒
体
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
の
活
用
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
道
民
へ
の
普
及
を

図
り
、
道
産
木
材
の
利
用
促
進
に
つ
な
げ

る
。

【
噴
火
湾
の
ザ
ラ
ボ
ヤ
対
策
の
取
組
み
と

対
応
に
つ
い
て
質
問
】

（
水
産
振
興
課
長
・
水
産
局
長
）
道
は
、

水
産
技
術
普
及
指
導
所
が
函
館
水
産
試
験

場
や
栽
培
水
産
試
験
場
と
連
携
し
、
付
着

物
定
点
調
査
や
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査
な

ど
を
行
い
、
発
生
状
況
を
確
認
し
、
関
係

漁
業
者
に
指
導
。
ま
た
、
洗
浄
機
の
導
入

に
「
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
」
で
支
援
。

除
去
し
た
ザ
ラ
ボ
ヤ
は
国
の
制
度
を
活
用

し
処
理
し
て
い
る
。
今
後
も
漁
業
者
に
迅

速
な
情
報
提
供
と
指
導
を
行
い
、
廃
棄
物

処
理
に
必
要
な
予
算
の
確
保
を
国
に
働
き

か
け
る
。

【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
影
響
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
質
問
】

（
企
画
調
整
課
長
・
水
産
林
務
部
長
）
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
本
道
漁
業
の
影
響
額
は

４
６
６
億
円
。
本
道
の
漁
業
生
産
額
の
約

２
割
で
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。
道
漁
連

な
ど
の
関
係
団
体
と
と
も
に
、
具
体
的
な

情
報
提
供
を
繰
り
返
し
国
に
要
請
、
漁
業

関
係
者
に
対
し
本
道
漁
業
へ
の
影
響
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
道
は
、
道
民

合
意
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
で
の
参
加
は
、

あ
く
ま
で
反
対
。
漁
業
資
源
の
減
少
や
魚

価
安
、
最
近
の
燃
油
高
騰
で
、
大
変
厳
し

い
中
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
。
今
後
と
も
国
か
ら
の
情
報

収
集
に
努
め
、
漁
業
関
係
者
に
情
報
発
信

す
る
。

【
配
合
飼
料
価
格
安
定
制
度
と
粗
飼
料
の

生
産
拡
大
に
つ
い
て
質
問
】

（
技
術
普
及
課
長
・
環
境
飼
料
担
当
課
長
・

農
政
部
長
）
昨
年
来
の
飼
料
価
格
の
上
昇

に
伴
う
補
て
ん
の
連
続
発
動
で
財
源
不
足

が
課
題
。
今
回
、
国
費
を
投
入
し
、
制
度

の
見
直
し
検
討
中
と
承
知
。
道
は
、
制
度

の
安
定
的
な
財
源
確
保
を
、
時
期
を
逸
す

る
こ
と
な
く
国
に
要
請
す
る
。
粗
飼
料
の

生
産
拡
大
は
、
離
農
等
に
よ
り
農
家
戸
数

が
減
少
。
一
方
で
、
大
規
模
法
人
経
営
が

進
ん
で
い
る
。
大
規
模
経
営
は
、
購
入
飼

料
へ
の
依
存
が
強
い
傾
向
に
あ
る
。
道
は

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
や
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
組

織
な
ど
飼
料
生
産
支
援
組
織
の
育
成
、
優

良
品
種
・
新
技
術
の
導
入
を
促
進
す
る
な

ど
、
大
規
模
経
営
に
お
け
る
粗
飼
料
自
給

率
向
上
に
一
層
、
取
組
む
。

【
仮
称
新
函
館
駅
開
業
を
見
据
え
た
道
南

地
域
で
の
取
組
み
の
評
価
や
旅
行
ス
タ
イ

ル
の
変
化
へ
の
対
応
、
観
光
に
よ
る
地
域

振
興
に
つ
い
て
質
問
】

（
観
光
局
参
事
・
観
光
局
長
・
観
光
振
興
監
）

渡
島
・
檜
山
管
内
の
関
係
行
政
機
関
や
経

済
界
が
連
携
し
「
新
幹
線
開
業
に
向
け
た

道
南
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
函
館
や
環
駒
ヶ
岳
な
ど
４
つ
の
エ
リ

ア
で
連
携
強
化
し
、
観
光
情
報
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
形
成
や
地
域
の

二
次
交
通
の
充
実
に
向
け
た
調
査
な
ど
の

取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
地
域
が
連
携

し
た
、こ
う
し
た
取
組
み
が
重
要
と
認
識
。

近
年
は
個
人
、
小
グ
ル
ー
プ
で
の
観
光
客

が
増
加
。
こ
う
し
た
個
人
型
旅
行
に
対
応

し
て
い
く
た
め
、
地
域
の
埋
も
れ
た
素
材

を
活
用
し
た
着
地
型
旅
行
の
商
品
づ
く

り
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

人
材
育
成
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
と
認

識
。
道
南
地
域
に
お
け
る
滞
在
型
の
観
光

地
づ
く
り
を
進
め
る
取
組
み
を
支
援
し
、

道
南
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
様
々
な
取

組
み
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ
の
効
果
を
全

道
に
波
及
さ
せ
、
振
興
局
と
一
体
と
な
り

支
援
に
努
め
る
。

第
２
回
定
例
会

予
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
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【
道
立
高
等
学
校
統
廃
合
に
よ
る
校
舎
等

の
利
活
用
状
況
に
つ
い
て
質
問
】

（
施
設
課
長
・
総
務
政
策
局
長
・
義
務
教

育
課
長
・
教
育
長
）
募
集
停
止
や
再
編
で

閉
校
と
な
っ
た
道
立
高
等
学
校
は
３９
校
。

５
校
は
現
在
、
利
活
用
が
決
ま
っ
て
い
な

い
状
況
。
市
町
村
立
か
ら
道
立
へ
移
管
し

た
学
校
の
閉
校
は
市
町
村
へ
譲
与
す
る
。

そ
の
際
、
地
元
市
町
村
の
意
向
を
聞
き
な

が
ら
、
転
用
後
の
施
設
が
十
分
活
用
で
き

る
よ
う
、点
検
整
備
や
、補
修
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
転
用
後
の
施
設
が
地
元

に
お
い
て
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
地
元

市
町
村
と
十
分
協
議
を
行
う
。

　
　

水
産
林
務
委
員
会
で

平
成
２５
年
２
月
２０
日
開
催

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
流
通
対
策
に
つ
い
て

　

貝
毒
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
、
貝
毒

発
生
期
に
指
定
加
工
場
で
の
「
条
件
付
処

理
加
工
」
の
基
準
、
貝
毒
数
値
が
一
定
条

件
ま
で
下
が
っ
た
場
合
の
再
開
ま
で
の
日

数
の
見
直
し
内
容
等
に
つ
い
て
質
疑
し

た
。

　

道
か
ら
は
、
貝
毒
監
視
体
制
検
討
委
員

会
で
低
貝
毒
期
下
降
期
の
検
討
を
行
っ
て

き
た
結
果
、「
原
則
、
貝
毒
の
原
因
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
不
検
出
」、「
毒
性
値
が
ピ
ー

ク
を
過
ぎ
て
１
ヶ
月
以
上
低
下
」
な
ど
新

運
用
基
準
を
定
め
、
発
生
か
ら
出
荷
再
開

ま
で
約
２
週
間
程
度
の
短
縮
と
な
っ
た
。

一
方
、
条
件
付
処
理
加
工
で
の
缶
詰
工
場

は
大
変
少
な
い
と
認
識
し
、
引
き
続
き
流

通
対
策
に
取
組
む
と
答
弁
を
得
た
。

　
　

第
１
回
定
例
道
議
会

３
月
５
日
一
般
質
問
に
登
壇
し
、
次
の
点

に
つ
い
て
道
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

◦
市
町
村
合
併
後
の
普
通
交
付
税
の
一
本

算
定
に
対
す
る
道
の
対
応
に
つ
い
て

◦
地
域
医
療
の
再
生
に
つ
い
て
総
合
内
科

医
の
養
成
や
自
治
体
病
院
等
広
域
化
・

連
携
構
想
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
の
機

能
強
化
等
に
つ
い
て

◦
耕
作
放
棄
地
の
受
け
止
め
や
再
生
対
策

に
つ
い
て

◦
噴
火
湾
の
ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
の
経
営
安

定
に
つ
い
て

◦
木
造
道
立
高
校
校
舎
の
状
況
と
今
後
の

取
組
み
に
つ
い
て

（
詳
し
い
内
容
は
、さ
さ
だ
浩
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

ささだブログから・・・・・・・・・・・・・・・・・ささだブログから・・・・・・・・・・・・・・・・・
　ささだ浩ホームページに掲載されたブログから抜粋しています。ささだブログは日々の活動状況を笹田自身
が更新しています。また、フェイスブックでは更に詳細な活動報告をしています。「いいね！」で笹田への激
励をお願いいたします。詳しくはこちらをご覧ください。→ http://sasada-hiroshi.com

1月29日　特別委員会道外調査

3月27日　鹿部道路開通式

2月23日　松前町茂草地区懇談会

5月3日　もりまち桜まつり

3月25日　知内町内調査

5月19日　熊石あわびの里フェスティバル
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これまでの主な活動記録
　1 月 1 日　八雲神社歳旦祭
　1 月 3 日　平成25年八雲町成人式
　1 月 6 日　八雲町消防出初式
　　　　　八雲青年会議所新年交礼会
　1 月 7 日　連合北海道新年交礼会
　1 月 8 日　水産林務委員会
　　　　　北海道林業人新年交礼会
　1 月 9 日　新幹線・総合交通体系対策特別委員会
　1 月１０日　八雲商工会新年交礼会
　　　　　八雲地区連合新年交礼会
　1 月11日　落部漁協船魂祭・大漁祈願祭
　1 月14日　私鉄総連函館バス支部「団結旗開き」
　1 月15日　ささだ浩後援会役員会
　1 月18日　北渡島建協新年懇親会
　1 月25日　会派知事要請（新年度予算等）
　1 月26日　日本郵政グループ労働組合函館支部団結旗開き
　1 月27日　JP労組道南中央支部旗開き
　1 月28日～31日　特別委員会九州調査
　2 月 1 日　七飯地区連合会団結旗開き
　　　　　八雲町職労定期大会
　2 月 2 日　八雲建設協会新年交礼会
　2 月 3 日　山越諏訪神社厄歳祓
　2 月 5 日　水産林務委員会
　　　　　自治労北海道本部「発足50周年レセプション」
　2 月 6 日　新幹線・総合交通体系対策特別委員会
　2 月 7 日　臨時道議会
　2 月 9 日　落部八幡宮初午祭・祈年祭
　2 月10日　八雲さむいべや祭り
　　　　　おおさか誠二新春の集い
　2 月11日～14日　道政研道外調査
　2 月16日　熊石高齢者ふれあい演芸会
　　　　　ささだ浩新春の集い
　2 月17日　北海道アイヌ協会八雲支部総会
　2 月20日　在札幌米国領事館総領事による講演会・交流会
　2 月21日　第１回定例会（ 3月22日まで）
　2 月23日　松前茂草地区道政報告会
　2 月26日　八雲町議会研修同行（病院事業について）
　3 月 5 日　自治体財政セミナー
　3 月 6 日　道議会国際交流の集い
　3 月12日　新幹線・総合交通体系対策特別委員会
　3 月16日　民主党北海道第24回定期大会
　3 月23日　森町稲荷神社鎮座三百年記念式典
　3 月25日　知内消防研究会設立祝賀会
　3 月26日　小川勝也「国政報告会」（北斗市）
　3 月27日　鹿部道路開通式
　　　　　小川勝也「国政報告会」（八雲町）
　4 月 2 日　水産林務委員会
　4 月 3 日　新幹線・総合交通体系対策特別委員会

　4 月 6 日　民主党北海道第 8総支部定期大会
　4 月10日　岡田克也衆議院議員との意見交換会（函館市）
　4 月14日　大新熱田水道組合50周年・新水源配水施設完成祝賀会
　4 月15日　民主議員ネット研修会・定期総会（札幌市）
　4 月18日　航空自衛隊千歳基地視察
　　　　　八雲観光物産協会定期総会懇親会
　4 月19日　新函館農協第11回通常総代会（北斗市）
　4 月20日　函館線五稜郭・渡島大野間電化工事起工式祝賀会
　　　　　八雲料飲店組合創立60周年記念式典
　4 月25日　郵政退職者の会函館北東支部定期総会
　4 月26日　北海道漁港漁場大会
　　　　　参議院議員徳永エリ春風の集い（札幌市）
　5 月 1 日　森地区・鹿部地区・八雲地区メーデー
　5 月 3 日　もりまち桜まつり
　5 月 7 日　水産林務委員会
　　　　　ＢＳＥへの対応に関する学習会（道議会）
　5 月 8 日　新幹線・総合交通体系対策特別委員会
　5 月 9 日　巡視船おくしり就役披露式（函館市）
　5 月10日　八雲町自衛隊協力会定期総会
　5 月11日　民主北海道セミナー（札幌市）
　5 月12日　森ライオンズクラブ創立50周年記念式典
　5 月17日　北海道新幹線木古内・北斗軌道敷設工事
　　　　　安全祈願・レール発進式
　5 月18日　平和運動フォーラム定期総会（函館市）
　5 月19日　熊石あわびの里フェスティバル
　5 月20日　八雲商工会通常総代会
　5 月22日　渡島総合開発期成会定期総会
　5 月25日　八雲町植樹祭
　5 月26日　おおさか誠二連合後援会・総会・懇親会
　5 月28日　北海道漁業代表者集会（札幌市）
　5 月29日　木古内駅新築工事安全祈願・立柱式
　5 月31日　あいはらくみこの再選をめざす北海道の集い
　6 月 2 日　落部公園つつじ祭り
　6 月 4 日　水産林務委員会
　6 月 5 日　新幹線・総合交通体系対策特別委員会
　6 月 6 日　八雲地方食品衛生協会定期総会
　　　　　ひやま漁協熊石養殖部会との意見交換
　6 月11日　補正予算会派説明（道議会）
　6 月15日　新函館（仮称）駅新築工事安全祈願・立柱式
　6 月18日　第 2回定例会（ 7月 5日まで）
　6 月20日　北海道漁業協同組合長会議
　6 月22日　八雲神社例大祭本祭
　6 月25日　アイヌ議連総会（道議会）
　6 月26日　渡島総合開発期成会国費予算に関する要望会
　6 月29日　長万部毛がにまつり
　　　　　八雲ライオンズクラブ会長就任パーティー
　6 月30日　八雲町消防総合訓練大会


